
 
集中治療室「ＩＣＵ・ＣＣＵ」についてご紹介 

ＩＣＵ・ＣＣＵ運営委員会委員長 
(麻酔科診療部長)   佐藤 淳 

＜集中治療とは＞ 

集中治療とは、内科系、外科系を問わず、呼吸、循環、代謝などの主

要臓器の急性機能不全に対し、総合的・集中的に全身管理を行い回復さ

せる治療のことです。高度の治療機器を積極的に用いて、重要臓器の機

能を維持し修復させるとともに、患者さんを危機的状態から救命し、社

会復帰させるための役割を担っています。 

＜当院の集中治療室＞ 

当院の２階の一番奥まったところに「ＩＣＵ・ＣＣＵ」という看板が出

ている病棟が集中治療室です。ベッド数は６床で、専任の医師が常時勤

務し、看護師は夜間でも入院患者２名に対して１名以上が勤務しており、

２４時間、常に高度医療ができるようになっています。当院のＩＣＵ・ＣＣＵは、厚生労働大臣が定め

る施設基準に適合した『特定集中治療室』として認められています。設備では人工呼吸器（注１）等の救

急蘇生装置、除細動器
じょさいどうき

（注２）、心臓ペースメーカー、心電計、ポータブルＸ線撮影装置、呼吸循環監視

装置などを備え、重症の患者さんの呼吸管理や循環管理を密に行っています。そのため、一般病棟と比

較して、面会の人数や時間も制限されています。 

＜当院のＩＣＵ・ＣＣＵの役割＞ 

ＩＣＵ・ＣＣＵの役割は患者さんの状態によって４つに分けられます。  

① 心臓手術や外科系の大手術などの術後で、数日間の呼

吸・循環・水分管理などを必要とする状態や、手術以前

から腎不全・狭心症などの合併症がある患者さんが対象

となります。 

② 各病棟からの緊急入室で、各科入院中に病状が急激に悪

化したり、合併症が重症化した場合が対象となります。 

③ 救急外来を受診した患者さんが集中治療を必要とする重

篤な症状の場合が対象となり、薬物中毒、多発外傷、広

範囲熱傷、急性呼吸不全、心筋梗塞、急性循環不全など

があります。 

④ 他の病院に入院中の患者さんが急変し集中治療を必要とするときに、対象となります。 

＜集中治療でのチーム医療＞ 

集中治療にはチーム医療が必要です。２４時間の観察が必要な重症の患者さんでは、主治医単独では

状態の観察だけでも難しくなります。さらに、次々と変化する臓器の障害に対応するためには、人工呼

吸や血液浄化などの高度な技術が必要であり、一般病棟業務とは一線を画した専門性が要求されます。 
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院内でいろいろな科の医師、看護師、技師などが話し合い協力して治療することが重要です。その結果レベ

ルの高い医療を実現できるのです。 

＜ＩＣＵ・ＣＣＵと地域医療＞ 

いくら重症でも治癒
ち ゆ

の見込みのない患者さんは集中治療の適応にはなりません。ＩＣＵ・ＣＣＵに入室し

ていただくことは、医師や看護師が全力を尽くして治すという決意を表しています。手術を受ける予定の患

者さん、すでに入院している患者さん、急に重症の病気や怪我をした方、また、他の病院で治療中の患者さ

ん、さらにそこで治療を受け持たれている医師の方々も、当院のＩＣＵ・ＣＣＵを頼りにしていただきたい

と思います。 

やりがいのある医療分野であり、桐生広域の医療の一助になるために頑張っていきます。 
 
 
 
                                            除細動器 
 
 
 
 
 
                                               人工呼吸器 

 
 
（注１）＜人工呼吸器＞    生命を維持するために気管にチューブを挿入して、機械的に呼吸の補助や代行を行います。 

（注２）＜除細動器＞      胸に当てたパドル（電極板）から電気ショックを送り、心臓の乱れた脈を整え、拍動を回復させます。 

 
 
 

ＩＣＵ・ＣＣＵは７月１日に４床から６床に増床しました。 

また、次のように病棟編成を行いました。 

 

○  回復期リハビリテーション病棟の移設及び増床  

（回復期リハビリテーション病棟とは） 

・脳疾患または大腿骨頸部骨折などの患者さんに対して、ＡＤＬ（日常生活活動）能力の向上による

寝たきりの防止と家庭復帰を目的としたリハビリテーションプログラムを医師・看護師・理学療法

士・作業療法士・言語聴覚士・医療相談員（ソーシャルワーカー）が共同して作成し、これに基づ

くリハビリテーションを集中的に行うための病棟です。 

（移設） 

・７月１日に６階東病棟から６階西病棟に移りました。 

（増床） 

・移設と同時に３２床から４３床に１１床増床しました。平成１５年度におけるこの病棟の利用率は

９３％と高く、お待ちいただくこともありましたが、解消されるのではないかと思います。 

○  亜急性期病床の新設  

（亜急性期病床とは） 

・急性期を経過した患者さんに対して、在宅復帰支援と効率的かつ密度の高い医療を提供する病床です。 

（設置場所） 

・８月１日に下表のとおり、６病棟に６床ずつ合計３６床設置しました。 

病  棟 病  室 
７階東病棟 ７７０号室 
６階東病棟 ６６８号室 
５階東病棟 ５６６号室 

病  棟 病  室 
７階西病棟 ７０１号室 
５階西病棟 ５１３号室 
３階病棟 ３２３号室 



○  その他病棟の編成替え  

・７月１日に病棟の診療科の配置を一部変更しました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

患者サービス向上委員会 
当院では、患者さんを始め多くの方から『意見』を広くうかがい、サービス向上に役立てるため、意見箱

を外来部門と各階病棟にそれぞれ設置しております。さまざまな内容の意見が寄せられています。これまで

の院外広報には、主だった意見と回答を掲載してきましたが、昨年度は、『感謝や励まし』の総数が８０件

以上ありましたので、今回は最近の感謝の意見をご紹介いたします。【以下原文】

私にとって降って湧いたような大手術を完治させて頂き今日無事退院となります。これも先生、

師長様を始めナーススタッフの多大なる愛情溢れる介護の結果と受け止め、私も頑張ったつもり

…余す人生を有意義に生活できる事（喜び）を信じ、深く感謝し御礼の走り書きとします。本当

に有り難う御座いました。皆様のご健康と今後のご活躍と益々厚生病院の発展をお祈り申し上げ

ます。○○先生によろしくお伝え下さい。（一患者より） 
 

意 見 箱 だ よ り           

※ 病床の都合により他病棟に入院となる場合もあります。 



人間ドックのお話（ご案内） 
大丈夫ですか？ あなたの健康！！ 

 

成人病健診室では、定期的な総合健康診断に力を注ぎ、多くの方の健康維持管理のお手伝いをさせて

いただいております。病気は、気付かないうちに進行していることがよくあります。長年の生活習慣の

積み重ねが原因となって起こる生活習慣病を予防するために、早期に異常をチェックすることが、治療

の近道です。これより、成人病健診室ではどのようなドック（健診）を行っているのか？ オプション

ドックは？ 希望追加検診は？ 費用は？ などについてご案内いたします。 
 

Ⅰどのようなドック（健診）を行っているの？ 

  一泊人間ドック（入院料及び諸検査料を含めて）６５，１００円 

    日帰り人間ドック（諸検査料含めて）          ３７，８００円 

    生活習慣病予防健診（一般健診）        ６，７２０円 

     〃     （付加健診）       １１，４６０円 

  企業健診                   ３，１５０円～ 

  進学時・就職時等の健康診断          ３，１５０円～ 

Ⅱオプションドックについて（要予約） 

  脳ドック（ＭＲＩ・ＭＲＡ）         ３０，４５０円 

  肺がんドック（ヘリカルＣＴ・喀痰細胞診）  ２１，０００円 

Ⅲ希望追加検診について（当日可） 

  乳がん検診（触診、女性のみ）         ２，０００円 

      〃    （触診＋マンモグラフィー、女性のみ）４，６００円 

  子宮がん検診（頚部
け い ぶ

がん・体部がん、女性のみ） ２，０００円 

  超音波（卵巣腫瘍の検査、女性のみ）      ２，０００円 

  前立腺がん検診（ＰＳＡ、男性のみ）      ２，０００円 

  骨密度測定                  １，０００円 

 

新しい眼底カメラを導入しました。 

 

名称は｢デジタル無散瞳
さんどう

眼底カメラ｣です。眼底検査はこれまで、眼科にて散瞳し測定を行ってまいり

ましたが、まぶしかったり眼が見えにくくなったりしていました。この機器の導入により、従来の機種

と比べ、フラッシュ光量が１／１００と低く、散瞳剤を使用しないため５分～１０分で検査が可能とな

り、患者さんの検査負担も大きく軽減され、大変喜ばれております。 

これからも皆様から、ご利用していただけるよう良質で高度な健診・サービスの向上に努めてまいり

ます。 

お問い合わせ         外来棟２階  成人病健診室     担当 久保田・清水 

お申し込み           ＴＥＬ ０２７７－４４－７１７１ 内線３５９ 

 
 
 

 

≪基本理念≫ 
向学心と優しさに満ちた医療 

≪基本方針≫ 
1. 私たちは、患者さんの人権を守り、患者さん中心の安全で優しさに満ちた医療を行うよう努めます。 

2. 私たちは、日々研鑚し、患者さんに良質で高度の医療技術と医療サービスを提供するよう努めます。 

3. 私たちは、地域中核病院として、他の医療機関との連携を推進し、地域医療のニーズに応えるよう努めます。

4. 私たちは、地域に密着した医療を提供し、地域住民の厚い信頼を得るよう努めます。 

【 】


